
この「広報紙」は赤い羽根共同募金配分金により作成しています

旭川

―1―

相談電話(0166)23-4343

2023年12月発行 第144号

こ
の
数
年
間
の
コ
ロ
ナ
騒
動
に
よ
り
、
人
々
の
行

動
が
規
制
さ
れ
た
り
萎
縮
し
た
り
、
さ
ら
に
は
不
定

期
労
働
や
パ
ー
ト
労
働
の
人
々
が
職
場
を
失
っ
た

り
、
様
々
な
社
会
的
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
又
、

緊
急
事
態
宣
言
の
時
に
は
、
集
会
の
自
粛
や
不
要
の

外
出
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の

人
々
が
孤
独
感
を
増
大
さ
せ
、
言
い
知
れ
ぬ
不
安
を

抱
い
た
よ
う
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ま
だ
完
全
に
終
息
し
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
い
の
ち
の
電
話
の
活
動
に
も
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
全
国
の
電
話

セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
長
期
に
わ
た
り
休
む
所
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
旭
川
い
の
ち
の
電
話
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
相
談
員
達
の
熱
意
に
よ
り
極
力
相
談
電
話
を

受
信
す
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ

数
年
の
相
談
員
の
減
少
も
あ
っ
て
、
か
け
手
か
ら
は

「
い
つ
掛
け
て
も
繋
が
ら
な
い
」
と
い
う
苦
情
も
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

相
談
電
話
は
継
続
し
た
け
れ
ど
も
、
全
体
研
修
等

の
集
会
の
自
粛
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
等
、
活
動
全
体

が
縮
小
し
た
中
で
も
、
相
談
員
の
養
成
講
座
（
４４
期
）

は
続
け
、
９
月
末
に
は
無
事
に
認
定
式
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
度
の
相
談
員
養

成
講
座
は
、
第
一
課
程
と
し
て
の
公
開
講
座
は
実
施

さ
れ
た
の
で
す
が
、
相
談
員
に
な
る
た
め
の
第
二
課

程
で
あ
る
養
成
講
座
は
参
加
者
が
少
な
く
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
旭
川
い
の
ち
の
電
話

開
設
以
来
初
め
て
の
出
来
事
で
あ
り
、
相
談
員
不
足

が
続
く
中
で
、
い
の
ち
の
電
話
活
動
の
存
続
を
脅
か

す
事
態
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。
明
年
度
は
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
騒
動
」後
の
活
動
に
向
け
て

旭
川
い
の
ち
の
電
話

運
営
委
員
長

三

上

正

明
「塩狩峠」 （写真提供K・K）
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「もう一度 別の視点から共感を考えてみよう」
～いのちの電話の基本を再認識した時間～

新潟いのちの電話研修講師

公益社団法人やどかりの里理事

臨床心理士 柳 義 子

２０２３年９月２日～３日、中小企業大学旭川

校には大勢の相談員の方々が集まって下さっ

た。２０１９年の宿泊研修以来４年ぶりの再会で

あった。その間、未曾有のコロナ感染症が世

界を駆け巡った。これまで良しとされていた

人と人との付き合い方を覆すような、対面の

付き合いを遠慮するという新しい生活様式

に、多くの人が戸惑い深く傷つき未だ癒えぬ

人も多い。マスク越し、ズームの画面越しの

会話というように、向こう側に人は居ても直

接人を感じられないという、人間関係の不自

由さを強いられてきた４年間であった。その

間いのちの電話は、電話線１本で相談員が人

と人との絆をどうにか繋いでいて下さったの

かと思うと感無量である。思えば、ものによ

って遮られた、または向こう側の人間関係と

いう構図でありながらも、いのちの電話はず

っと昔からそれを乗り越え、心を通わせる術

を駆使してきたではないかと改めて思う。こ

こでもう一度いのちの電話の基本を振り返り、

「共感」にたどり着くまでの過程を皆さんと共

に考えたい、それが私の今回の意図であった。

〈いのちの電話連盟申し合わせ事項、２．い

のちの電話の目的〉に「…一人一人と主に電

話という手段で対話すること」とある。「相

談」ではなく「対話」という言葉を明示して

いることは重要である。ここ１０数年共感とい

うテーマを掘り下げていくうちに、ロジャー

ズ三原則（受容・共感・自己一致）のうち

「（自己）一致」という難しそうなワードが、

実は「受容」「共感」にたどり着く出発点であ

ることに気づいた。人間同士が向かい合って

対話するとき、意図せず様々な感情が自分の

心の内に湧き上がる。自分の考えとは違って

も相手の価値を尊重し受け入れなければ対話

というやりとりは成立しない。

相談員はこうあるべきだという考えやよい

相談者にならなければという仮面をかぶるこ

となく、相手に対して湧き起こる不快な感情

や都合の悪い感情も認めること。そして、今

自分は相手に対してこんな風に感じているの

だという、そういう自分を素直に自覚するこ

とが「（自己）一致」の出発点である。そのよ

うな自分自身の心の気づきを受け入れ、それ

を土台にしてこそ聴く体制は整う。

相手に関心を持って「あなたはどうしてそ

のように思うのか、考えるのか」というやり

とり・対話は「受容」である。そのやり取り

の中で、「ああ、そうか、そうだったのか」と

いう相手への思いや気づきが「共感」の第一

歩である。「（自己）一致」の過程はまさに、

「受容」、「共感」へと導いてくれる聴く姿勢

の根本そのものなのである。

いのちの電話は半世紀前から１人１人の人

権を尊重し、価値の多様性を受け入れるとい

う重要な課題を、対話というコミュニケーシ

ョンをベースに既に実践してきたのである。

注）「自己一致」はロジャーズの原文では「一致」

と表されており、ここでは「（自己）一致」と表す

相談員・専門職宿泊研修
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２０２３年度上期 旭川いのちの電話統計（２０２３年４月１日～２０２３年９月３０日）

１００%
２７２男性総件数

１００%
２,８８０男性総件数

年代 ４４４女性
７１７

３,３９８女性
６,４４１

１その他１０その他

０.０
０男性

００.０
０男性

０
９歳

以下
０女性０女性
０その他０その他

１.４
８男性

１０１.８
１０２男性

１１６１０代 ２女性１４女性
０その他０その他

５.０
９男性

３６５.９
２４６男性

３８３２０代 ２７女性１３６女性
０その他１その他

１３.４
３９男性

９６１４.７
４８０男性

９４７３０代 ５６女性４６５女性
１その他２その他

２９.１
９２男性

２０９２５.５
７８２男性

１,６４４４０代 １１７女性８５８女性
０その他４その他

２８.７
７６男性

２０６２９.４
７７６男性

１,８９４５０代 １３０女性１,１１５女性
０その他３その他

１５.９
３０男性

１１４１６.５
４０６男性

１,０６３６０代 ８４女性６５７女性
０その他０その他

４.２
１４男性

３０３.５
８６男性

２２５７０代 １６女性１３６女性
０その他０その他

０.０
０男性

００.２
２男性

１６
８０代

以上
０女性１４女性
０その他０その他

２.２
４男性

１６２.４
７４男性

１５３不明 １２女性７０女性
０その他９その他

実行中予告危険念慮
１００%

２７２男性総件数
１００%

２,９５４男性総件数
項 目

３１１１８６８５
４４４女性

７１７
３,４６８女性

６,４４１
１その他２その他

２５１８８
４１.１

９６男性
２９５３１.５

８９８男性
２,０２７人 生 ０１６１９１１９８女性１,１２７女性

０００１１その他２その他
０１０１

０.４
２男性

３０.４
１６男性

２６思想・人権 ０００１１女性１０女性
０００００その他０その他
０００２０

３.６
２０男性

２６３.８
１３９男性

２４５職 業 ０００６６女性１０６女性
０００００その他０その他
０１０７

１.４
８男性

１０１.９
９０男性

１２０経 済 ０００２２女性２９女性
０００００その他１その他
０１０８

６.７
９男性

４８１０.７
２９４男性

６９０
家 族

（親族含）
００２３７３９女性３９４女性
０００００その他２その他
０００１８

３.９
１８男性

２８４.０
１０７男性

２５６夫 婦 ０００１０１０女性１４８女性
０００００その他１その他
０００１

０.３
１男性

２０.２
６男性

１１教 育 ０００１１女性５女性
０００００その他０その他
００１１８

６.７
１９男性

４８１０.５
１９０男性

６７４対 人 ０１０２８２９女性４８３女性
０００００その他１その他
０００４

１.５
４男性

１１４.４
１６６男性

２８２男 女 ０００７７女性１１４女性
０００００その他２その他
０００６

５.４
６男性

３９７.０
１８８男性

４５０身 体 ００１３２３３女性２６１女性
０００００その他１その他
０１３８１

２７.１
８５男性

１９４１８.０
５４７男性

１,１６２精 神 ００４１０５１０９女性６１３女性
０００００その他２その他
００００

０.３
０男性

２１.０
２０男性

６３情 報 ０００２２女性４２女性
０００００その他１その他
１００３

１.５
４男性

１１７.０
２９３男性

４３５その他 ０００７７女性１３６女性
０００００その他６その他

一日平均相談件数 ３５.２件

１．内 容 別 ≪自殺傾向 １１.１％≫≪危険度≫ ２．年 代 別 ≪自殺傾向 １１.１％≫

認
定
書
を
授
与
し
て
い
た
だ
き

ま
ず
、
約
二
年
間
に
わ
た
り
、
私
達
第
四

十
四
期
生
を
導
い
て
頂
い
た
講
師
の
皆
様
、

専
門
職
の
方
々
、
そ
し
て
養
成
担
当
部
会
の

先
輩
の
方
々
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。そ

し
て
、
実
際
の
電
話
相
談
の
際
、
ご
指

導
頂
い
て
い
ま
す
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の

皆
様
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
、
今
後
の
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

僕
は
、
講
義
を
受
け
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
等

で
傾
聴
と
共
感
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
地
の
電
話
相
談
業

務
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
世

の
中
に
は
、
悩
み
事
を
も
ち
、
話
を
聞
い
て

ほ
し
い
と
い
う
方
が
多
く
い
る
こ
と
を
実
感

で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
掛
け
手
の
悩
み

や
お
話
に
寄
り
添
い
、
心
か
ら
聴
き
、
受
け

止
め
て
そ
の
人
が
電
話
し
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
受
け
方
が
大
切
な
こ
と
も
、
わ
か
っ
て

き
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
真
剣

な
受
け
応
え
が
で
き
る
よ
う
に
、
研
修
と
研

鑽
を
重
ね
、
命
あ
る
う
ち
、
こ
の
活
動
に
就

い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
下
さ
っ
た
方
々
の

「
お
ほ
め
の
言
葉
」
で
元
気
を
頂
い
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ａ
）

先日、44期相談員の認定式が行われました。
養成課程を経た仲間が新たに認定され、一緒に活動

することになりました。
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毎月１０日 フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」

9:００～２１:００ 厚生労働省補助事業

毎月第１火 運営委員会：各担当部会（広報・相談・研修・研

究・専門職・支援相談員 相談員会 事務局）月

１回定例会議

４月１日 相談員会懇親会（ときわ市民ホール）

第４５期相談員養成公開講座募集開始

９日 北海道ブロック会議：会場（いのちの電話事務局）

参加者（相澤理事長・三上運営委員長・小銭事務

局長）

６月３日 第１回全体研修「メンタルヘルス・ファーストエ

イドと相談員意識向上について」

講師：札幌こころのセンター長 鎌田隼輔先生（参

加者５９名）

５日 第９４回理事会

１０・１７・２４ 第４５期相談員養成公開講座（開講式）（参加者３３名・

１３名・１８名）

２４日 日本いのちの電話連盟 ２０２３年度定期総会 相澤

理事長出席

２７日 第９５回・第９６回理事会

第７７回評議員会

７月１日 第４５期相談員養成公開講座（参加者１０名）

３日 外部広報紙１４３号 １０００部発行

８日 日本いのちの電話連盟 事務局長会議

１１日 新聞広告（３回目）掲示

２１日 第４５期相談員面接（２名）

８月２９日 豊富町民生児童委員協議会研修：小銭事務局長対応

９月２・３日 相談員宿泊研修 会場：中小企業大学校

「別な観点から共感を考えて見よう」

講師：柳義子先生（参加者４８名）

９日 チャリティコンサート＆バザー

「花と名曲いのち奏でるコンサート」旭川市公会堂

（参加者１１９名）

（２０２３年４月１日～２０２３年９月３０日）

Ａｉｄ日 誌

社
会
福
祉
法
人

旭
川
い
の
ち
の
電
話

理

事

長

相
澤

裕
二

後
援
会
長

荒
井

保
明

後
援
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

「
旭
川
い
の
ち
の
電
話
」の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
電
話
相
談
の
ほ

か
に
、
資
金
面
で
支
え
る
資
金
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
後
援
会
が
あ
り
ま
す
。

後
援
会
は
、
年
会
費
を
納
め
て
い

た
だ
く
維
持
会
員
と
任
意
で
寄
付
さ

れ
る
賛
助
会
員
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

後
援
会
員
と
し
て
「
旭
川
い
の
ち

の
電
話
」
へ
あ
な
た
の

お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

年
末
・
年
始
募
金

「
旭
川
い
の
ち
の
電
話
」へ
の
ご
理

解
、
ご
支
援
に
日
頃
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

「
旭
川
い
の
ち
の
電
話
」
の
活
動

は
、
皆
さ
ま
の
、
善
意
の
募
金
や
公

的
補
助
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
そ
れ
ら

に
支
え
ら
れ
て
電
話
相
談
活
動
が
で

き
て
い
ま
す
。

今
年
も
年
末
・
年
始
募
金
の
時
期

を
迎
え
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご協力
お願いいたします

例年より長い秋が過ぎ、旭川地方にも本格的な冬がやってきました。

充分ご自愛ください。

チャリティコンサート＆バザー開催

「花と名曲いのち奏でるコンサート」

９月９日、旭川市公会堂において「チャリティコンサートとバザ

ー」が開催されました。京都カルテット様による親しみやすい名曲

の演奏と相談員の持ちよった物品のバザー、更に出演者の方々に御

協力いただいての募金を行いました。入場者数１１９名。

心からお礼申し上げます。 チャリティコンサート実行委員会

「花と名曲いのち奏でるコンサート旭川２０２３」に寄せて
９月９日、旭川市公会堂でチャリティコンサート＆バザーが開催

されました。

京都カルテット演奏による、ハイドン：フルート４重奏曲、パリ

は燃えているか、ニューシネマパラダイス／他。舞台上には池坊中

央支部による見事な大作の生け花が飾られました。

来場された皆様は京都カルテットによる名曲の演奏を聴き、また

いのちを吹き込む生け花に魅了されました。お見送りのときには皆

様から幸せの余韻をいただきました。

相澤理事長ほか会場ボランティアは「笑顔の対応」を合言葉にし

た一日でした。 （Ｋ）



７月号２０２２年度事業報告Ｐ１２、「ご支援頂いた皆様」の中で、記載漏れがありました。

大変申し訳ありませんでした。再度、２０２２年度後援会維持会費、年末年始募金などの御寄付

を頂いた方のお名前を掲載させていただきます。

旭川いのちの電話 寄付者名簿（２０２２年４月～２０２３年３月分）

【団体の部】

士別市

名寄市

富良野市

北海道立旭川美術館

財団法人社会貢献支援財団

医療法人社団志恩会相川記念病院

㈱あいわプリント

旭川ケーブルテレビ㈱

旭川食糧㈱

旭川信金総務

旭川聖マルコ協会

旭川聖マルコ協会婦人会

旭川キリスト教会

旭川精神医学研究会

旭川通運㈱

旭川バプテスト教会女性会

一般社団法人旭川薬剤師会

旭川六条教会婦人会

荒井建設株式会社

イオン北海道㈱イオン旭川駅前

医療法人社団池田内科医院

いのち奏でるコンサート

Ａｉｄショップ

男山㈱

医療法人唐沢病院

カトリック旭川六条教会有志

カトリック士別教会

株式会社カンディハウス

医療法人仁友会北彩都病院

錦谷寺

医療法人社団圭泉会

㈲こだま工房

医療法人社団六樹会聖台病院

生命保険協会

専証寺

株式会社大正製材

税理士法人中央総合会計

㈱中央総合会計

チャリティーコンサート実行委員会

テニスパークジョイ

中里めがね

なかよし小児歯科

日本いのちの電話（ソニー生命保険寄付）

日本キリスト教会旭川教会

日本キリスト教会佐呂間教会

日本基督教団旭川豊岡教会

日本メノナイト富良野のぞみキリスト教会

㈱橋本川島コーポレーション

医療法人社団はしづめクリニック

医療法人社団はらだ病院

ひまわり幼稚園

廣田善康法律事務所

富士建設コンサル

北海道精神科病院協会
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【個人の部】

あ 相 澤 裕 二

浅 川 和 幸

穴 水 興 子

荒 川 則 夫

粟 崎 敦 子

い 井 内 敏 樹

石 澤 秀 明

石 丸 雅 喜

石 持 千 晶

伊 東 幸 子

稲 積 文 子

今 井 純 子

う 氏 家 正 実

打 本 厚 史

お 太 田 雅 之

大 西 邦 弘

か 片 山 孝 子

金 子 智 子

加 納 尚 子

河 崎 紀 男

川 尻 洋 子

川 村 孝 志

く 久 保 あつこ

熊 林 勇

け 煙 山 一 恵

こ 幸 坂 富 子

木 幡 二三代

小 林 昌 枝

小 林 千 洋

駒 井 悦 子

小 山 淑 子

権 藤 道 子

さ 笹 井 知 子

佐々木 由美子

佐 藤 秀 幸

佐 野 侑 子

し 茂 森 俊 英

白 浜 治

清 水 真 理

す 菅 宮 健

菅 沼 和歌子

菅 原 ムツ子

杉 山 昌 二

杉 田 肇

鈴 木 晃 裕

鈴 木 國 雄

鈴 木 俊 子

せ 關 萬 里 子

そ 相 馬 隆 喜

た 高 木 幸 子

高 塚 紀 子

高 野 信 子

高 村 春 雄

高 谷 由規子

滝 野 弘 子

立 石 純 子

ち 鳥 海 和 夫

つ 塚 田 京 子

塚 本 光 子

て 寺 田 由紀子

と 遠 山 冨美子

飛 澤 一 榮

富 永 トシ子

富 永 紀 治

な 直 井 慶 子

仲 真知子

中 居 朗

中 家 一 子

永 江 竜 心

中 島 幹 雄

中 野 眞 人

中 山 喜美子

中 山 雅 文

成 瀬 裕 子

ぬ 沼 田 巖

の 野 村 多美子

野 村 みどり

は 橋 本 和 義

波 能 隆

原 岡 陽 一

ひ 樋 口 み ち

広 谷 栄 子

ふ 藤 井 勉

二 神 燁 子

ほ 堀 江 智 美

ま 前 田 義 雄

松 島 佳 江

松 村 澄 子

み 三 上 正 明

南 出 美樹子

三 輪 満喜子

も 森 野 久仁子

や 八重樫 和 裕

八重樫 好

山 内 和 夫

八 巻 憲 一

山 下 芳 正

山 下 真 実

山 中 いつ子

山 中 佐喜男

山 田 佐知子

山 田 孝 夫

ゆ 湯 浅 義 弘

よ 吉 野 淳 一

吉 村 隆 裕

わ 渡 部 幸 子

匿名希望 ３４件

年末年始匿名希望

１件

以上

ミカエル祭実行委員会

三上神経科内科クリニック

妙法寺

医療法人順真会メイプル病院

美浪左官工業㈱

社会医療法人元生会森山病院

山下内科循環器科クリニック

㈱湯浅

立正佼成会一食を捧げる運動

六条医院

㈱ロバ菓子司

㈲若栗燃料
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